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(54)【発明の名称】 内視鏡

(57)【要約】
【課題】  信号コードの断線がなく、且つ信号コードを
ユニバーサルコード部に収納させることが出来る内視鏡
を実現すること。
【解決手段】内視鏡は、挿入部の先端部に設けられた対
物光学系と、対物光学系から入射された光学像を基端面
まで伝達するイメージガイドファイバー束と、イメージ
ガイドファイバー束の基端面から出射された光学像を中
継する中継光学系と、中継光学系の他端面に対向して配
置され、中継光学系の基端面から出射された光学像を撮
像する撮像面を有する固体撮像素子と、ユニバーサルコ
ード部内を内通し、固体撮像素子と電気的に接続された
信号ケーブルとからなる内視鏡において、固体撮像素子
が固着される撮像素子固着部と、信号ケーブルがユニバ
ーサルコード部の方向に延出するように固着される信号
ケーブル固着部とを備えた基板を有する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】挿入部の先端部に設けられた対物光学系
と、該対物光学系から入射された光学像を基端面まで伝
達するイメージガイドファイバー束と、該イメージガイ
ドファイバー束の基端面から出射された前記光学像を中
継する中継光学系と、該中継光学系の他端面に対向して
配置され、前記中継光学系の基端面から出射された光学
像を撮像する撮像面を有する固体撮像素子と、ユニバー
サルコード部内を内通し、前記固体撮像素子と電気的に
接続された信号ケーブルとからなる内視鏡において、
前記固体撮像素子が固着される撮像素子固着部と、前記
信号ケーブルが前記ユニバーサルコード部の方向に延出
するように固着される信号ケーブル固着部とを備えた基
板を有することを特徴とする内視鏡。
【請求項２】前記基板は、それぞれ前記撮像素子固着部
及び前記信号ケーブル固着部に相当する２つの面を有
し、これら２つの面は異なる方向に延出することを特徴
とする請求項１記載の内視鏡。
【請求項３】前記基板はＬ字型をしており、このＬ字型
基板の互いに直交する各々の面が前記撮像素子固着部及
び前記信号ケーブル固着部を構成することを特徴とする
請求項１記載の内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、内視鏡に関し、特
に、イメージガイドで伝達された光学像を固体撮像素子
で撮像する内視鏡に関する。
【０００２】
【従来の技術】今日、医療分野等において、体腔内等に
細長い挿入部を挿入することによって、体腔内等の深部
を観察、あるいは必要に応じて処置具を用いて処置等を
行う内視鏡が広く利用されている。
【０００３】内視鏡に関して、特願２００１－１５４３
７２号に記載の内視鏡がある。図７及び図８を用いて、
その内視鏡の構成を説明する。図７は、内視鏡装置の構
成を説明するための図である。図８は、内視鏡の操作部
の構成を説明するための図である。
【０００４】図７に示すように、内視鏡システム１は、
光学繊維を束ねて形成したイメージガイドファイバー束
が挿通された内視鏡２と、照明光を供給する光源装置３
と、固体撮像素子を駆動させると共に、この固体撮像素
子で光電変換された撮像信号を所定の映像信号に変換す
るビデオプロセッサ４と、ビデオプロセッサからの映像
信号に基づいて内視鏡画像を表示するモニター５とで主
に構成されている。
【０００５】内視鏡２は、細長で可撓性を有する挿入部
６と、この挿入部６の基端部に連設された操作部７と、
この操作部７の基端部側に設けられた撮像部本体８と、
操作部７の側方から延出する可撓性を有するユニバーサ
ルコード部９とにより構成されている。
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【０００６】ユニバーサルコード部９の端部には、コネ
クタ部１０が設けられている。コネクタ部１０には、光
源装置３に着脱自在に接続される照明用コネクタ１１、
ビデオプロセッサ４に信号コード１２を介して電気的に
接続するための電気コネクタ１３が設けられている。
【０００７】挿入部６の先端部の先端面には、光学像を
イメージガイドファイバー束の先端面に結像させるため
の対物光学系が配置されている。このイメージガイドフ
ァイバー束１４は、挿入部６内及び操作部７内を挿通し
て撮像部本体８まで延出している。また、内視鏡２の先
端部には、光源装置３から送出された光束によって患部
等の観察対象を照射するためのライトガイドファイバー
束１５が設けられている。そのライトガイドファイバー
束１５は、ユニバーサルコード部９を介し光源装置３に
接続されている。
【０００８】図８に示すように、撮像本体部８は、一点
鎖線で示す外装を構成するカバー部材１６の内部に、中
継ユニット１８と、撮像光学ユニット１９とが設けられ
ている。中継ユニット１８は、イメージガイドファイバ
ー束１４の基端面に対向するように設けられ、かつイメ
ージガイドファイバー束１４を通して伝達された光学像
を固体撮像素子１７に中継するための中継光学系を含
む。撮像光学ユニット１９では、中継ユニット１８の基
端面側に対向するように固体撮像素子１７が配置されて
いる。
【０００９】撮像光学ユニット１９は、中継ユニット１
８内を、中継された光学像が結像する撮像面を有する固
体撮像素子１７と、固体撮像素子１７に接続され、かつ
半導体装置（以下、ＩＣともいう。）、コンデンサー等
の電子部品２０が実装された回路基板２１と、この回路
基板２１に接続されて延出する信号コード１２とにより
構成されている。
【００１０】
【発明が解決しようとする課題】しかし、このような内
視鏡では、回路基板２１から延出する信号コード１２
は、内視鏡２の挿入部６の光軸方向で、且つ操作部７の
後方、すなわち基端部側に延出される。そのため、信号
コード１２をユニバーサルコード部９側に持ってくるに
は、図８に示す点線Ａに沿って信号コード１２を大きく
取り回す必要がある。その結果、内視鏡のカバー部材１
６は長くなり、内視鏡の操作がしずらくなるという問題
があった。さらに、信号コード１２を大きく取り回す結
果、信号コード１２を形成する多くの信号線が組み立て
時または使用時に断線するという問題が生じる虞れがあ
った。
【００１１】また、この問題点を解決する手段として、
信号コード１２を図８に示す点線Ｂの方向に延出させる
ことも考えられる。しかし、信号コード１２を点線Ｂの
方向に延出させると、図７の一点鎖線Ｃで示すように、
内視鏡２は、信号コード１２によりビデオプロセッサ４
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と接続されると共にユニバーサルコード部９により光源
装置３に接続されることになる。従って、術者等の操作
者が内視鏡２を操作するとき、信号コード１２が腕に絡
まるので操作が容易に行えないという問題が生じてしま
う。
【００１２】
【課題を解決するための手段】そこで、本発明は、信号
コード及びライトガイドファイバー束をユニバーサルコ
ード部内に収納し、且つ信号コードの断線を防止出来る
ようにした内視鏡を提供することを目的とする。
【００１３】本発明の内視鏡は、挿入部の先端部に設け
られた対物光学系と、対物光学系から入射された光学像
を基端面まで伝達するイメージガイドファイバー束と、
イメージガイドファイバー束の基端面から出射された光
学像を中継する中継光学系と、中継光学系の他端面に対
向して配置され、中継光学系の基端面から出射された光
学像を撮像する撮像面を有する固体撮像素子と、ユニバ
ーサルコード部内を内通し、固体撮像素子と電気的に接
続された信号ケーブルとからなる内視鏡において、固体
撮像素子が固着される撮像素子固着部と、信号ケーブル
がユニバーサルコード部の方向に延出するように固着さ
れる信号ケーブル固着部とを備えた基板を有する。
【００１４】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明の実
施の形態を説明する。なお、上述した図７及び図８で説
明した構成要素と同じものは、同一の符号を付して説明
は省略し、本発明に係わる部分を重点的に説明する。
【００１５】（第１の実施の形態）第１図ないし第３図
を用いて、第１の実施の形態を説明する。
【００１６】図１は、本実施の形態に係る内視鏡２の操
作部７の構成を説明するための図である。撮像本体部８
は、外装を構成するカバー部材１６の内部に、中継ユニ
ット１８と、撮像光学ユニット１９とが設けられてい
る。中継ユニット１８は、イメージガイドファイバー束
１４の基端面に対向するように設けられ、イメージガイ
ドファイバー束１４を通して伝達された光学像を固体撮
像素子１７に中継するための中継光学系を含む。撮像光
学ユニット１９では、中継ユニット１８の基端面側に対
向するように固体撮像素子１７が配置されている。
【００１７】撮像光学ユニット１９は、中継ユニット１
８内を中継された光学像が結像する位置に撮像面を有す
る固体撮像素子１７と、この固体撮像素子１７に接続さ
れ、ＩＣ、コンデンサー等の電子部品２０が実装された
回路基板３１と、この回路基板３１から延出する信号コ
ード１２とで構成されている。
【００１８】回路基板３１は、その断面がＬ字状に構成
されている。Ｌ字を構成する２つの面は、異なる方向
に、すなわち互いに直交する方向に延出している。Ｌ字
状の回路基板３１は、固体撮像素子１７が固着されてい
る第１の回路基板部材３２と、信号コード１２が接続さ
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れている第２の回路基板部材３３とからなる。
【００１９】ここでは、第１の回路基板部材３２と第２
の回路基板部材３３は、一体成形されてもよく、その場
合、回路基板３１は、Ｌ字型の１枚の基板となる。な
お、Ｌ字型回路基板３１は、Ｌ字型の板部材上に回路基
板を固着して構成してもよく、あるいは、２つの回路基
板を組み合わせて構成してもよい。
【００２０】ここでは、電子部品２０は、回路基板３１
の第１の回路基板部材３２において、固体撮像素子１７
が搭載された面の裏側面に搭載されているが、電子部品
は、第１及び第２の回路基板部材の両面あるいは片面の
みに搭載されていてもよい。第２の回路基板部材３３
は、固体撮像素子１７の近傍から、ユニバーサルコード
部９側に向けられるように配置されている。よって、信
号コード１２は、ライトガイドファイバー束１５ととも
に、ユニバーサルコード部９内に内通、すなわち収納さ
せることが可能となる。
【００２１】そして、図２に示すように、第２の回路基
板部材３３の両面にはランド２２が設けられ、信号コー
ド１２を構成する導線２３が半田付けされるようになっ
ている。図２は、第２の回路基板部材３３を、図１の下
方からみた図である。図３は、第２の回路基板部材３３
を、図２のIIIで示す線のところにおいて、矢印方向か
らみたときの断面図である。
【００２２】信号コード１２を構成する導線２３の内、
同軸線の芯線の内部導体と、外部導体は、第２の回路基
板部材３３の異なる面にあるランド２２に各々接続され
る。
【００２３】また、グランド（ＧＮＤ）線として用いた
単純線の導体は、外部導体の接続面と同一面に接続し、
他のＶｄｄ用単純線の導体は、内部導体と同一面に接続
する。従って、第２の回路基板部材３３の信号線接続部
分近傍において、複数の同軸線の内部導体と複数の同軸
線の外部導体とが接触するのを防止することが出来る。
【００２４】尚、信号コードの配線については、必ずし
も上述したようにする必要はない。
【００２５】上述したように、Ｌ字状の回路基板３１の
一方である第２の回路基板部材３３が、ユニバーサルコ
ード部９に向かうように配置されている。従って、従来
のように、信号コード１２が大きく取り回されることが
ないので、信号コード１２の断線の発生がなく、且つ信
号コード１２をユニバーサルコード部９に通す、すなわ
ち内蔵させる事が出来るので、操作性の良い内視鏡を実
現することが出来る。
【００２６】（第２の実施の形態）第２の実施の形態に
ついて、図４を用いて説明する。
【００２７】図４は、本実施の形態に係る内視鏡２の操
作部７の構成を説明するための図である。なお、第１の
実施の形態と同じ構成要素については同一の符号を付し
て説明は省略する。
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【００２８】図４は、本実施の形態に係る内視鏡２の操
作部７の構成を説明するための図である。撮像本体部８
は、外装を構成するカバー部材１６の内部に、中継ユニ
ット１８と、撮像光学ユニット１９とが設けられてい
る。中継ユニット１８は、イメージガイドファイバー束
１４の基端面に対向するように設けられ、イメージガイ
ドファイバー束１４を通して伝達された光学像を固体撮
像素子１７に中継するための中継光学系を含む。撮像光
学ユニット１９では、中継ユニット１８の基端面側に対
向するように固体撮像素子１７が配置されている。
【００２９】撮像光学ユニット１９は、中継ユニット１
８内を中継された光学像が結像する位置に撮像面を有す
る固体撮像素子１７と、この固体撮像素子１７に接続さ
れ、ＩＣ、コンデンサー等の電子部品２０が実装された
回路基板４１と、この回路基板４１から延出する信号コ
ード１２とで構成されている。
【００３０】本実施の形態では、第1の実施の形態で説
明したＬ字型の回路基板３１は、用いられていない。本
実施の形態では、回路基板３１の代わりに、回路基板４
１とフレキシブル回路基板４２が用いられている。
【００３１】電子部品２０が搭載されている回路基板４
１は、その一方の面に固体撮像素子１７が固着され、イ
メージガイドファイバー束１４を通して伝達された光学
像が固体撮像素子１７上に結像する。回路基板４１に
は、フレキシブル基板が接続され、そのフレキシブル基
板４２には、信号コード１２が固着されている。
【００３２】従って、固体撮像素子１７からの映像信号
は、回路基板４１からフレキシブル基板４２を介して信
号コード１２へ供給される。
【００３３】本実施の形態では、通常の硬質の回路基板
４１にフレキシブル基板４２を接続しているので、フレ
キシブル基板４２は、固体撮像素子１７の近傍から、ユ
ニバーサルコード部９側に向けられるように配置され
る。よって、フレキシブル基板４２に接続された信号コ
ード１２を、ライトガイドファイバー束１５とともに、
ユニバーサルコード部９内に内蔵すなわち収納すること
が可能となる。
【００３４】従って、従来のように、信号コード１２が
大きく取り回されることがないので、信号コード１２の
断線の発生がなく、且つ信号コード１２をユニバーサル
コード部９に通す、すなわち内蔵させる事が出来るの
で、操作性の良い内視鏡を実現することが出来る。
【００３５】（第３の実施の形態）第３の実施の形態に
ついて、図５を用いて説明する。
【００３６】なお、第１の実施の形態と同じ構成要素に
ついては同一の符号を付して説明は省略する。
【００３７】図５は、本実施の形態に係る内視鏡２の操
作部７の構成を説明するための図である。撮像本体部８
は、外装を構成するカバー部材１６の内部に、中継ユニ
ット１８と、撮像光学ユニット１９とが設けられてい
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る。中継ユニット１８は、イメージガイドファイバー束
１４の基端面に対向するように設けられ、イメージガイ
ドファイバー束１４を通して伝達された光学像を固体撮
像素子１７に中継するための中継光学系を含む。撮像光
学ユニット１９では、中継ユニット１８の基端面側に対
向するように固体撮像素子１７が配置されている。
【００３８】前記撮像光学ユニット１９は、中継ユニッ
ト１８内を中継された光学像が結像する撮像面を有する
固体撮像素子１７と、この固体撮像素子１７に接続さ
れ、ＩＣやコンデンサー等の電子部品２０を実装した回
路基板５１と、この回路基板５１から延出する信号コー
ド１２とで構成されている。
【００３９】回路基板５１は、その断面がＬ字状に構成
されている。Ｌ字を構成する２つの面は、異なる方向
に、すなわち互いに直交する方向に延出している。Ｌ字
状の回路基板５１は、固体撮像素子１７が固着されてい
る第１の回路基板部材５２と、信号コード１２が接続さ
れている第２の回路基板部材５３からなる。
【００４０】なお、第１の回路基板部材５２と第２の回
路基板部材５３は、一体成形されてもよく、その場合、
回路基板５１は、Ｌ字型の１枚の基板となる。
【００４１】ここでは、第１の回路基板部材５２と第２
の回路基板部材５３は、一体成形されてもよく、その場
合、回路基板５１は、Ｌ字型の１枚の基板となる。な
お、Ｌ字型回路基板５１は、Ｌ字型の板部材上に回路基
板を固着して構成してもよく、あるいは、２つの回路基
板を組み合わせて構成してもよい。
【００４２】ここでは、電子部品２０は、回路基板５１
の第２の回路基板部材５３において、信号コードが接続
された面の裏側面に搭載されているが、電子部品は、第
１及び第２の回路基板部材の両面あるいは片面のみに搭
載されていてもよい。第２の回路基板部材５３は、操作
部７内のイメージガイドファイバー束１４の光軸方向
に、内視鏡２の先端側に向けられるように伸びている。
さらに、第２の回路基板部材５３は、固体撮像素子１７
の近傍から、ユニバーサルコード部９側に、信号コード
１２を向けられるように配置されている。よって、信号
コード１２は、ライトガイドファイバー束１５ととも
に、ユニバーサルコード部９内に内蔵させることが可能
となる。
【００４３】イメージガイドファイバー束１４は、内視
鏡２の先端面から後方に延出され、操作部７のカバー部
材１６内側の後方において、Ｕ字状に大きく折り返され
ている。
【００４４】図５では、第２の回路基板部材５３の一方
側に信号コード１２が接続され、他方側に電子部品が搭
載されている。回路基板５１の第２の回路基板部材５３
の裏面には第１の実施の形態と同様のランドが設けら
れ、信号コード１２がそのランドに半田で固定されてい
る。この信号コード１２が半田付けされている位置をユ
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7
ニバーサルコード部９の開口部近傍に位置するようにす
ると、信号コード１２が短く済み、ノイズを拾いにくく
なるという効果を奏する。
【００４５】また、信号コード１２の半田付け位置とユ
ニバーサルコード部９との間が広い場合は、信号コード
１２の延出方向がユニバーサルコード部９の方向に向く
ように、前方（操作部７の挿入部６の方）側または後方
（操作部７の基端部側の方）に向けて半田付けするよう
にすることによって、信号コード１２の断線を防ぐ事が
可能になる。
【００４６】従って、従来のように、信号コード１２が
大きく取り回されることがないので、信号コード１２の
断線の発生がなく、且つ信号コード１２をユニバーサル
コード部９に内通、すなわち収納させる事が出来るの
で、操作性の良い内視鏡を実現することが出来る。
【００４７】以上の３つの実施の形態で説明したよう
に、上記の構成によれば、信号コード及びライトガイド
ファイバー束をユニバーサルコード部内に収納し、且つ
信号コードの断線を防止出来るようにした内視鏡を実現
することができる。
【００４８】ところで、操作部７の内部において、撮像
ユニット１９と、アングルワイヤ等の他の内蔵物との干
渉が問題になる。
【００４９】イメージガイドファイバー束１４によって
伝達された光学像を、操作部７内に設けられた固体撮像
素子１７上に投影するタイプの内視鏡２では、撮像ユニ
ット１９が操作部７内に配置される。
【００５０】しかし、このような構成において、操作部
７内において、挿入部６の先端を湾曲させるためのアン
グルワイヤが摺動することによって、撮像ユニット１９
と干渉してしまう虞があった。
【００５１】また、撮像ユニット１９のピント調整を行
う場合、不用意にライトガイドを破損してしまう可能性
もあった。
【００５２】従って、以下に示す構成により、撮像ユニ
ットと他の内蔵物が干渉することを防ぐことができる。
【００５３】図６にその構成を示す。図６は、操作部７
の部分断面図である。
【００５４】図６において、操作部７のカバー部材１６
内には、撮像ユニット１９等が配置されるスペース６１
と、アングルワイヤ等の他の内蔵物が配置されるスペー
ス６２を含む。スペース６１とスペース６２の間には、
隔壁である壁６３が設けられている。
【００５５】スペース６１内には、中継ユニット１８
と、撮像ユニット１９が設けられている。中継ユニット
１８の光学レンズにイメージガイドファイバー束１４か
らの光が適切に当たるように、中継ユニット１８とイメ
ージガイドファイバー束１４の保持枠６４の位置関係は
調整されている。同様に、中継ユニット１８からの光が
固体撮像素子１７に適切に当たるように、中継ユニット
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１８と撮像ユニット１９の位置関係は枠部材６５によっ
て調整されている。
【００５６】撮像ユニット１９は、第１の実施の形態で
示したＬ字状の回路基板３１に固体撮像素子１７が接続
されている。図６では、図示しないが、回路基板３１に
は、信号コード１２が接続されている。なお、図６の撮
像ユニットの回路基板は、第２又は第３の実施の形態で
示した回路基板４１又は５１であってもよい。
【００５７】スペース６２には、アングルワイヤ６４
が、摺動自在に設けられている。アングルワイヤ６６が
摺動しても、壁６３があるため、撮像ユニット１９に対
して接触等の干渉をすることはない。同様に、他の内蔵
物も撮像ユニットに干渉しない。
【００５８】なお、以上説明した構成から、次の付記に
示す構成に特徴がある。
【００５９】［付記項］
（１）挿入部の先端部に設けられた対物光学系と、該対
物光学系から入射された光学像を基端面まで伝達するイ
メージガイドファイバー束と、該イメージガイドファイ
バー束の基端面から出射された前記光学像を中継する中
継光学系と、該中継光学系の他端面に対向して配置さ
れ、前記中継光学系の基端面から出射された光学像を撮
像する撮像面を有する固体撮像素子と、ユニバーサルコ
ード部内を内通し、前記固体撮像素子と電気的に接続さ
れた信号ケーブルとからなる内視鏡において、前記固体
撮像素子が固着される撮像素子固着部と、前記信号ケー
ブルが前記ユニバーサルコード部の方向に延出するよう
に固着される信号ケーブル固着部とを備えた基板を有す
ることを特徴とする内視鏡。
【００６０】（２）前記基板は、操作部内に設けられて
いることを特徴とする付記項（ｌ）記載の内視鏡。
【００６１】（３）前記基板は、前記撮像素子固着部を
構成する第１の基板部材と、前記信号ケーブル固着部を
構成する前記第２の基板部材を有することを特徴とする
付記項（ｌ）または（２）記載の内視鏡。
【００６２】（４）前記信号ケーブルは、前記第２の基
板部材の両面に接続されたことを特徴とする付記項
（３）に記載の内視鏡。
【００６３】（５）前記第２の基板部材は、フレキシブ
ル基板であることを特徴とする付記項（３）に記載の内
視鏡。
【００６４】（６）前記イメージガイドファイバー束
は、内視鏡操作部内で折り返されていることを特徴とす
る付記項（３）記載の内視鏡。
【００６５】（７）前記操作部内で、アングルワイヤの
配置される空間と、中継光学系と固体撮像素子の配置さ
れる空間は、隔壁によって仕切られていることを特徴と
する付記項（３）記載の内視鏡。
【００６６】（８）前記基板は、それぞれ前記撮像素子
固着部及び前記信号ケーブル固着部に相当する２つの面
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を有し、これら２つの面は異なる方向に延出することを
特徴とする付記項（１）記載の内視鏡。
【００６７】（９）前記基板はＬ字型をしており、この
Ｌ字型基板の互いに直交する各々の面が前記撮像素子固
着部及び前記信号ケーブル固着部を構成することを特徴
とする付記項（１）記載の内視鏡。
【００６８】本発明は、上述した実施の形態に限定され
るものではなく、本発明の要旨を変えない範囲におい
て、種々の変更、改変等が可能である。
【００６９】
【発明の効果】以上説明したように、本発明によれば、
信号コードを取り回す必要がないので、信号コードの断
線がなく、且つ信号コードをユニバーサルコード部に内
蔵させることが出来るので、操作性の良い内視鏡を実現
することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第1の実施の形態に係る内視鏡の操作
部の構成を説明するための図である。
【図２】第1の実施の形態に係る回路基板を、図１の下
方からみた図である。
【図３】第1の実施の形態に係る回路基板を、図２のIII
で示す線のところにおいて、矢印方向からみたときの断
面図である。
【図４】第２の実施の形態に係る内視鏡の操作部の構成
を説明するための図である。
【図５】第３の実施の形態に係る内視鏡の操作部の構成
を説明するための図である。
【図６】本発明の実施の形態に係る操作部の部分断面図
である。
【図７】内視鏡装置の構成を説明するための図である。*
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*【図８】内視鏡の操作部の構成を説明するための図であ
る。
【符号の説明】
１・・・内視鏡システム
２・・・内視鏡
３・・・光源装置
４・・・ビデオプロセッサー
５・・・モニター
６・・・挿入部
７・・・操作部
８・・・撮像部本体
９・・・ユニバーサルコード部
１０・・・コネクター
１１・・・照明用コネクター
１２・・・信号コード
１３・・・電気コネクター
１４・・・イメージガイドファイバー束
１５・・・ライトガイドファイバー束
１６・・・カバー部材
１７・・・固体撮像素子
１８・・・中継ユニット
１９・・・撮像光学ユニット
２０・・・電子部品
２１、３１・・・回路基板
２２・・・ランド
２３・・・導線
６４・・・保持枠
６５・・・枠部材
６６・・・アングルワイヤ

【図１】 【図２】 【図３】

【図４】
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